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花
立
三
郎
・
杉
井
六
郎
・
和
田
守
編

『
大
江
義
獅
徳
纂
峰
資
料
集
』

長
年
の
蕪
峰
研
条
績
を
一
咋
年
『
得
派
峰
の

研
究
と
智
て
公
刊
さ
れ
系
峰
研
究
の
第
一

人
者
で
、
『
資
料
集
』
の
最
適
の
編
集
・
校
訂
・

解
説
者
で
あ
る
。

今
ま
で
蕪
峰
の
青
年
期
は
、
蕪
峰
自
伝
』
等

の
二
次
資
料
を
通
し
て
し
か
知
る
こ
と
が
で
き

ず
、
明
治
九
年
の
秋
か
ら
同
十
三
年
五
月
ま
で
の

同
涯
英
学
校
在
学
巾
の
謙
に
つ
い
て
は
資
料

不
足
で
、
研
究
が
困
難
で
あ
0
た
。
『
資
料
集
』

は
そ
の
不
足
を
補
っ
て
余
り
あ
る
も
の
で
、
彼
の

粘
杣
発
達
の
跡
を
辿
る
に
好
資
料
で
あ
る
日
記
、

感
懐
、
反
省
メ
モ
、
漢
電
新
器
亊
の
手
写

録
、
演
唆
稿
、
名
 
m
名
交
の
抜
靈
茶
年
代
順

に
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
れ
ら
の
資
料
を
用
い
る

こ
と
に
ょ
っ
て
、
例
え
ば
彼
の
初
期
の
キ
リ
ス
ト

教
仏
仰
を
具
休
的
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

よ
つ
こ
0

一
繰
は
熊
本
洋
学
校
在
学
中
に
ジ
ェ
ー
ソ
ズ
に

よ
っ
て
キ
リ
ス
ト
教
に
開
眼
さ
れ
、
明
治
九
年
一

月
の
花
岡
山
で
の
「
毒
教
趣
意
書
」
に
署
名
し
た

一
人
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
陣
笠
の
一
人
と
し
て
」

「
附
和
雷
同
」
(
『
礁
峰
自
伝
』
六
四
.
ヘ
ー
ジ
)
し
た

程
度
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
年
の
十
二
月
に

は
、
新
島
か
ら
受
洗
す
る
ま
で
に
彼
の
信
仰
が
深

徳
富
蕪
峰
の
青
年
時
代
、
修
学
・
思
諺
成
期

と
も
い
ぇ
る
明
治
十
一
年
か
ら
同
二
0
年
ま
で
の

直
接
資
料
が
、
十
年
間
の
調
査
・
収
集
・
璽
・

校
訂
作
業
の
結
果
 
B
5
版
、
本
文
9
求
、
二
段

組
九
ご
一
.
ヘ
ー
ジ
、
三
0
点
を
擬
す
る
尤
大

な
資
業
と
し
て
、
昨
年
十
月
、
一
三
書
房
か
ら

出
版
さ
れ
た
。
璽
者
の
一
人
は
太
学
人
交
科
学

研
究
所
の
杉
井
六
郎
教
授
で
あ
る
。
杉
井
教
授
は

三
一
書
房
、
 
B
 
5
 
版

(
九
三
頁
、
二
五
 
0
0
0
剛
)

ま
っ
て
い
る
。
彼
は
「
謹
ゞ
キ
リ
ス
ト
を
信
ず

る
と
云
ふ
ょ
り
も
、
新
島
先
生
を
佶
ず
る
と
云
ふ

こ
と
で
、
キ
リ
ス
ト
を
経
由
し
て
、
神
に
近
付
く

と
云
ふ
ょ
り
も
、
翻
先
生
を
経
由
し
て
、
神
に

近
付
く
と
云
ふ
事
で
あ
っ
た
。
」
(
同
上
八
六
ペ
ー

ジ
)
と
述
べ
て
い
る
が
、
彼
の
十
四
才
の
と
き
の

受
洗
が
新
他
対
す
る
姦
・
尊
敬
の
念
か
ら
で

あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
後
の
蕪
蜂
は
キ
リ
ス
ト

者
と
し
て
の
敬
虔
な
生
活
を
送
っ
て
い
る
こ
と

擬
さ
れ
た
「
朝
タ
エ
課
」
に
ょ
っ
て
う
か

◆
)
、

力が
え
る
。
こ
れ
は
彼
の
朝
夕
の
祈
畴
の
一
言
葉
を
克

明
発
録
し
た
小
冊
子
で
あ
る
が
、
例
え
ぱ
明
治

十
一
年
七
月
二
七
日
早
朝
の
謡
は
「
在
天
之
父

ヨ
、
願
く
ハ
私
ヲ
し
て
阿
那
多
之
前
二
祈
ル
コ
ト

之
出
来
ル
様
ニ
ナ
シ
給
へ
、
何
卒
御
登
ニ
ヨ
リ

我
之
罪
過
ヲ
詐
シ
給
へ
、
何
卒
々
々
温
ナ
ル
心
ヲ

持
チ
、
量
ヲ
大
ニ
ツ
テ
大
亊
二
堪
ル
丈
之
果
敢
勇

気
ヲ
与
へ
給
へ
。
し
と
い
っ
九
調
子
で
あ
る
。

蕪
峰
の
在
学
中
に
起
っ
た
翻
の
自
責
の
杖
事

件
(
明
治
十
三
年
四
月
十
三
旦
に
つ
い
て
は
「
処

々
秋
光
」
で
述
べ
て
い
る
。
そ
れ
は
「
今
回
校
長

ノ
処
置
ハ
之
レ
ヲ
不
当
ナ
ル
ト
ス
ル
カ
、
二
年
生

徒
ハ
同
発
ノ
殘
人
ト
ス
可
キ
ャ
」
と
い
う
書

き
出
し
で
、
「
吾
粘
ノ
考
一
テ
ハ
、
今
回
ノ
事
ハ
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二
年
生
徒
二
取
り
テ
ハ
大
出
来
二
、
ソ
テ
、
我
澁
傍

観
者
二
於
テ
モ
面
目
不
過
之
卜
考
フ
ル
ナ
リ
、

実
一
一
正
六
ノ
旗
堂
々
の
陣
、
敬
服
ス
ル
ニ
モ

猶
余
リ
フ
り
卜
云
フ
可
、
ソ
」
と
二
年
生
の
行
為
を

璽
し
、
新
島
の
行
為
に
対
し
て
も
「
諸
人
ノ
尤

モ
注
目
ス
ル
処
ロ
ト
雛
モ
、
工
岳
一
於
テ
ハ
尤
モ

此
ノ
英
断
二
僚
ス
ル
ナ
リ
」
と
述
べ
て
、
そ
の

処
置
を
評
価
し
、
誘
者
的
役
割
を
果
た
し
た
彼

の
微
妙
な
立
場
を
示
し
て
い
る
。

同
志
社
は
新
島
の
向
責
の
杖
事
件
を
新
島
の
真

骨
頂
と
し
て
、
彼
の
全
人
格
を
吐
露
し
九
も
の
と

し
て
受
け
と
め
て
き
た
。
故
大
塚
節
治
愽
士
に
は

こ
の
事
件
を
ニ
ユ
ー
・
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
神
学
の
立

場
か
ら
解
釈
さ
れ
需
文
が
あ
る
薪
島
先
生
の
信

仰
の
背
景
を
な
す
新
英
州
神
学
に
つ
い
て
「
新
島
研
究
」

三
五
号
)
。
ま
た
杉
井
教
授
は
謙
研
究
家
の
立
場

か
ら
、
鼎
の
蓄
の
中
で
克
明
に
分
析
検
討
を

加
え
ら
れ
て
い
る
。
新
島
襄
の
最
も
よ
き
理
解
者

で
あ
っ
た
警
謙
の
キ
リ
ス
ト
教
及
び
同
志

社
に
と
っ
て
極
め
て
重
大
な
意
味
を
も
つ
旦
只
の

杖
事
件
を
、
こ
の
新
し
い
直
接
資
料
を
用
い
る
こ

と
に
ょ
っ
て
、
同
志
社
の
多
く
の
人
々
が
各
々
の

立
場
か
ら
解
明
さ
れ
、
議
四
れ
る
こ
と
を
期
待

し
て
や
ま
な
し
。
(
井
上
勝
也
・
大
学
文
学
部
教
授
)

い
る
か
否
か
が
、
当
該
社
会
の
レ
.
ヘ
ル
を
示
す
の

で
は
な
い
か
と
い
う
薯
者
の
問
翌
識
が
劣
振
と

し
て
迫
っ
て
く
る
。

本
冴
・
第
一
の
特
色
は
、
歴
史
的
に
女
性
の
人

権
を
考
察
し
、
展
望
を
与
え
よ
う
と
す
る
社
会
科

学
的
手
法
を
も
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ

る
。
社
会
科
学
的
視
野
を
も
た
な
い
女
性
論
は
、

有
害
無
益
だ
か
ら
で
あ
る
。

第
二
に
、
「
憲
法
を
学
ぽ
う
」
の
章
が
収
め
ら

れ
て
い
る
の
は
さ
す
が
で
あ
る
。
憲
法
電
ド
ロ

ツ
プ
さ
せ
た
人
糯
・
女
性
論
は
、
船
し
ろ
い
の

如
き
女
諾
で
し
か
な
い
で
あ
ろ
ち
。
女
性
の
人

権
も
、
人
間
と
し
て
の
権
利
以
外
の
も
の
で
は
な

く
、
こ
の
点
で
国
の
最
高
法
規
で
あ
る
憲
法
が
、

い
か
驫
種
の
人
権
を
保
障
し
て
い
る
か
を
検
討

す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
氏
は
、
旧
、
現
憲
法

下
の
女
性
の
人
権
を
比
岐
し
、
現
在
日
本
の
女
性

の
人
権
需
立
に
迫
ろ
う
と
し
て
い
る
、
そ
し

て
、
日
本
国
憲
法
の
最
大
の
歴
史
的
性
格
で
も
あ

る
恒
久
平
和
主
義
の
尊
さ
に
着
眼
し
、
「
平
和
な

く
し
て
人
権
な
し
し
、
「
平
和
な
く
し
て
女
性
の
人

権
な
し
」
の
命
題
を
確
立
し
よ
う
と
努
め
て
い

る
。
確
か
に
、
核
時
代
の
今
日
ほ
ど
、
平
和
を
人

類
の
最
一
響
と
し
て
渠
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い

笹
野
貞
子
著

『
女
性
の
幸
福
と
憲
法
』

本
書
は
、
全
篇
を
通
し
て
、
女
性
の
生
き
方
を

探
り
、
人
問
と
し
て
の
女
性
が
確
立
さ
れ
る
た
め

に
何
が
必
要
で
あ
る
か
を
、
女
性
の
置
か
れ
て
い

る
社
会
的
実
態
の
分
析
を
通
し
て
え
ぐ
り
出
し
、

明
る
い
展
望
を
与
え
て
い
る
。
し
か
も
本
票
類

書
と
一
味
遵
う
と
こ
ろ
は
、
法
学
者
で
あ
る
と
同

時
に
実
践
家
で
も
あ
る
氏
の
眼
を
通
し
て
占
か
れ

て
い
る
た
め
、
い
わ
ゆ
る
抽
象
的
・
精
神
的
女
性

論
で
な
い
点
に
あ
る
。

本
篇
於
は
、
ー
、
女
性
の
歴
史
、
ー
、
憲

法
を
学
ぽ
う
、
Ⅲ
、
す
ば
ら
し
い
結
婚
と
家
庭
生

活
、
Ⅳ
、
た
く
ま
し
く
、
や
さ
し
い
女
性
達
の
保

護
の
四
章
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
Ⅳ
章
は
、
過

去
何
回
に
も
わ
た
り
訪
ソ
し
、
見
分
を
豊
に
し
た

確
か
な
眼
で
、
現
在
の
ソ
ビ
エ
ト
婦
人
の
人
権
の

憲
を
要
領
よ
く
分
析
し
、
紹
介
し
て
い
る
。
社

会
体
制
が
異
っ
て
も
、
婦
人
の
人
梨
誓
れ
て

(
法
律
1
、
.
六
版
)

二
九
0
真
一
、
七
0
0
円
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時
代
は
な
い
。

第
三
に
、
人
問
の
一
生
は
、
生
れ
、
成
長
し
、

結
婚
し
、
老
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
人
生
の

サ
イ
ク
ル
全
体
を
通
し
て
、
自
由
、
人
権
が
、
政

治
的
に
も
、
社
会
的
に
も
十
二
分
に
保
障
さ
れ
な

け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
人
問
が
社
会
生
活
を
す
る
基

礎
的
単
位
は
、
結
婚
と
家
庭
で
あ
る
。
し
か
、
女

性
に
対
す
る
人
権
差
別
の
大
半
は
、
こ
の
結
婚
と

こ
れ
に
統
く
家
庭
生
活
に
直
接
間
接
か
か
わ
っ
て

な
さ
れ
て
き
た
。
戦
前
の
家
族
制
度
を
考
え
て
み

た
だ
け
で
、
こ
の
こ
と
は
一
目
暸
然
で
あ
る
。

氏
の
人
権
体
需
の
ウ
エ
イ
ト
は
、
し
た
が
っ

て
個
人
の
尊
厳
と
両
性
の
本
質
的
平
等
の
原
則
を

定
め
て
い
る
憲
法
二
四
条
に
置
か
れ
て
い
る
。
こ

の
点
、
憲
法
二
四
条
を
含
め
た
社
会
権
、
生
活
権

に
関
す
る
氏
の
体
系
論
は
、
わ
が
学
界
の
通
説
を

克
服
す
る
も
の
と
し
て
評
価
し
た
い
。
世
界
人
権

宣
言
一
六
条
、
ま
た
こ
の
点
を
讓
し
、
強
調
し

て
い
る
の
で
あ
る
。

「
屍
を
越
え
て
人
類
の
幸
せ
を
求
め
て
進
む
人

間
の
姿
を
、
憲
法
を
学
ぶ
こ
と
に
ょ
っ
て
」
理
解

し
よ
う
と
す
る
氏
の
問
顎
誠
は
、
全
て
の
女
性

に
共
通
の
も
の
と
さ
れ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
で
あ

ろ
う
。
私
は
、
人
間
の
権
利
、
女
性
の
権
利
を
少

し
で
も
考
え
よ
う
と
す
る
多
く
の
方
々
に
、
本
書

の
一
読
を
心
か
ら
推
奨
す
る
次
第
で
あ
る
。

(
上
田
勝
美
・
能
谷
大
学
教
授
)

田
中
人
著

『
一
局
畠
素
之
1
日
本
の

国
家
社
会
主
義
』

同
志
社
の
生
ん
だ
愚
家
九
ち
の
な
か
に
は
中

途
退
学
者
が
少
く
な
い
。
中
退
の
理
由
に
は
反
抗

的
精
柳
も
含
ま
れ
て
い
る
だ
ろ
う
。
一
局
畠
素
之
も

そ
の
一
人
で
あ
る
。

本
書
に
ょ
れ
ぱ
新
島
襄
没
後
十
四
年
を
へ
て
同

志
社
神
学
校
に
入
学
し
た
高
畠
は
星
生
一
般
新

鳥
時
代
を
追
思
す
る
は
よ
け
れ
ど
も
、
イ
ッ
迄
も

新
島
々
六
で
、
絶
え
間
な
く
潮
流
す
る
時
代
の
思

想
に
遠
」
い
と
批
判
し
、
キ
リ
ス
ト
教
を
棄
て
て

社
会
主
義
に
向
か
う
。
そ
の
棄
教
に
は
「
キ
リ
ス

ト
教
と
社
会
主
義
が
同
一
の
炊
元
に
あ
る
の
で
は

な
く
、
前
者
は
後
者
の
活
力
た
り
得
る
と
と
、

に
、
後
者
を
魯
化
す
る
理
師
を
前
者
は
持
た
な

い
、
な
い
し
は
持
ち
ぇ
な
く
と
、
よ
い
」
と
い
う

論
理
が
あ
る
と
薯
老
は
評
価
す
る
。

の
ち
高
畠
が
新
聞
紙
条
例
違
反
で
下
獄
す
る
際

に
安
中
教
会
の
牧
師
柏
木
義
円
が
英
交
の
『
資
本

論
』
を
差
入
れ
、
そ
れ
が
日
本
最
初
の
『
資
本

論
』
完
訳
の
機
縁
と
な
っ
た
と
い
う
挿
話
も
紹
介

さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
書
斎
の
座
布
団
の
下
の
畳

を
腐
ら
せ
て
し
ま
う
抵
ど
の
苦
心
の
訳
業
は
今
日

か
ら
見
て
、
か
な
り
の
も
の
だ
と
い
う
。

高
畠
と
い
え
ぱ
キ
リ
ス
ト
教
か
ら
社
会
主
義
、

そ
し
て
国
家
主
義
へ
と
、
転
向
愚
の
典
型
の
よ

う
に
思
わ
れ
て
い
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
本
誕

よ
れ
ぱ
「
高
畠
は
終
始
マ
ル
ク
ス
杢
義
で
あ
る
こ

と
を
自
認
し
つ
つ
、
そ
の
『
誤
れ
る
点
を
愨
に

強
調
』
し
九
」
人
で
あ
り
、
高
畠
自
身
も
「
マ
ル

ク
ス
の
不
減
性
」
と
題
す
る
女
章
に
「
マ
ル
ク
ス

の
偉
い
と
こ
ろ
は
、
九
と
ひ
彼
れ
の
学
説
の
全
部

が
時
間
で
腐
ら
さ
れ
て
も
、
時
問
の
力
で
は
ど
ぅ

に
も
す
る
こ
と
の
出
来
な
い
あ
る
種
の
生
命
を
掴

ん
で
ゐ
る
と
こ
ろ
に
あ
る
の
だ
」
と
記
し
て
い
る

と
し
う

だ
か
ら
薯
者
は
高
畠
を
非
非
マ
ル
ク
ス
主

義
者
』
」
と
定
義
す
る
。
と
い
っ
て
も
こ
の
本
は

高
畠
を
豬
極
的
に
評
価
す
る
た
め
に
薯
わ
さ
れ
九

現
代
評
払
洲
社
、
 
B
 
6
 
版

(
三
盟
1
0
§
)
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の
で
は
な
い
。
高
畠
の
死
ん
だ
昭
和
初
年
か
ら
今

日
に
至
る
ま
で
の
日
本
の
社
会
主
義
思
想
と
運
動

の
な
か
に
「
高
畠
理
論
は
、
な
覽
服
す
べ
き
対

象
と
し
て
生
き
続
け
て
い
る
」
と
い
う
。
高
畠
に

は
、
国
家
の
滅
亡
を
唱
え
な
が
ら
椛
力
や
独
裁
を

説
く
一
、
ル
ク
ス
主
義
の
矛
盾
を
衝
き
、
力
し
ろ
無

政
府
主
義
に
共
鳴
し
つ
つ
も
、
そ
の
楽
観
論
を
性

悪
説
に
ょ
っ
て
め
、
結
局
は
帝
国
主
誰
陥
っ

て
い
く
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

今
日
、
社
会
主
義
の
多
様
化
の
な
か
で
国
家
社

会
主
義
も
ま
た
再
点
検
さ
れ
つ
つ
ぁ
り
、
と
く
に

北
一
輝
の
よ
う
な
ニ
ソ
主
義
的
な
人
物
へ
の
関

心
は
高
い
。
し
か
し
北
に
は
い
さ
さ
か
過
剰
な
心

惰
性
が
あ
り
、
そ
れ
に
対
し
て
高
畠
の
理
論
は
比

喩
的
に
い
え
ぱ
毒
を
、
つ
て
毒
を
制
す
る
作
用
を

も
つ
だ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
、
こ
の
「
忘
れ
ら
れ

九
思
想
家
」
と
も
い
う
べ
き
人
物
の
実
証
的
か
つ

愚
的
な
評
伝
が
、
現
在
に
至
る
社
会
主
義
の
思

想
と
運
動
の
潮
流
を
と
も
な
っ
て
薯
わ
さ
れ
た
こ

と
は
時
宜
を
得
た
も
の
と
い
わ
ね
ぱ
な
ら
ぬ
。

船
よ
そ
同
志
社
に
と
っ
て
高
畠
は
鬼
子
で
あ
っ

た
か
、
知
れ
な
い
が
、
そ
れ
を
も
包
括
す
る
と
こ

ろ
に
同
志
社
の
「
自
由
L
 
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
。

(
笠
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・
京
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学
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)
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